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活 動 報 告 書 

 

１ 団体名 

  ＮＰＯ法人 別府八湯温泉道名人会 

２ 活動内容 

別府の温泉や別府八湯温泉道をはじめ、温泉に関わるちょっと面白くてためになるお話を名

人会会員並びに一般参加者へ聞いていただくことにより、別府の温泉や温泉の様々な魅力、健

康・福祉・温泉の巡り方等ためになることを学び、別府温泉の価値の再認識や地元愛の醸成、

別府への再訪意欲を高め、移住のきっかけになることを目的とする。また、このような学びの

場を会員及び広く一般に向けて企画・実施することで温泉文化を継承できる人材育成を行い、

温泉文化を継承できる人材として学ぶことにより、組織全体の強化を図る。 

３ 活動期間 

  令和４年７月１０日から令和５年３月３１日まで 

４ 活動実施内容 

 湧く湧くトークイベント開催(合計 2回) 

○第 1回イベント(vol.1) 

【日時】令和 4年 9月 17日(土)13:00～15:45 【場所】:亀の井ホテル 2回由布の間 

【参加者数】70名（うち別府市民 30名）   【準備期間】約 3ケ月   

【内容】秘湯探検家 渡辺裕美氏講演「非日常的温泉のススメ」、渡辺氏と漢温泉道塾長せ

んべえ対談＆写真タイム、温泉道名人 石井靖文トーク「別府にユーがやってき

た！意外とガチなロケの裏側」 

○第 2回イベント(vol.2) 

【日時】令和 5年 3月 11日(土)13:00～15:45 【場所】:亀の井ホテル 2回由布の間 

【参加者数】83名（うち別府市民 43名）   【準備期間】約 3ケ月   

【内容】映画ライター 森田真帆氏講演「温泉とエンターテインメント」、銭湯紀行家 松

本康治氏講演「温泉と銭湯、そして別府の共同湯～未来へ残すために～」、名人会

会員鼎談「別府八湯温泉道攻略ゼミナール」 

５ 活動の成果 

開催にあたり参加者の半数以上を市民とすることを目標に集客したが、第１回は 42.8％、

第 2回は 51.8％であり、回数を重ねる中で講演内容等を検討することにより、市内からの

参加者を増やすことができた。活動の目的である温泉の価値の再認識や地元愛の醸成の部

分では、講師の温泉にまつわる様々な話を通して、概ね目的を達成できたように思う。参

加者からのアンケートでも、実際別府に住んでいる環境が実はとてもありがたいことだと

気づいて、温泉巡りもやってみたいという感想を多数いただくことができ、市民の方が今

まで以上に温泉の魅力に触れ、また、温泉への興味を持つ機会を提供できたと思う。 

６ 反省点や今後の目標 

第１回トークイベントの講師の渡辺氏の話がマニアックすぎて別府温泉とどのように直

結するのかの話が少なすぎ、当初の目的である別府温泉の魅力や価値の部分をお伝えでき

なかったことが反省点である。一方、第２回トークイベントでは修正し、特に松本氏の講

演での、銭湯での清掃活動を通して温泉・銭湯文化を守っていく話は参加者の反応がとて

も良かった。今後も来ていただく市民の皆様に喜んでいただき、別府八湯についての知識

を深め、温泉を文化を大切に守っていく一助となるようなイベントを開催したいと思う。 


